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当期は、新型コロナウイルス感染症の⻑期化が世界経済に影響を
与え、今後の先⾏きが不透明な状況でありましたが、多岐にわたる
ポートフォリオによる強固な事業基盤を築いてきた当社は、景気低
迷・閉塞感の漂う時代においても着実に業績を伸ばすことができま
した。これもひとえに全てのステークホルダーの皆様のご⽀援とご愛
顧の賜物と、厚く御礼申し上げます。

コーポレートスローガン「テクノロジーに、ハートを込めて。」の想
いを形にしてきた結果、振り返るとハートを込めた私たちのテクノロ
ジーが社会の至るところに存在していました。今後益々企業としての
真価が問われる中、これからも私たちのチャレンジは続きます。フォ
ーカスシステムズは時代とともに変化するニーズを先読みした新たな
価値創造を⾏い、将来にわたり事業を通じて社会に貢献する会社、
ステークホルダーの皆様に選ばれる会社を目指してまいります。

尚、来期の通期業績としましては、売上高24,500百万円、営業
利益1,480百万円、経常利益1,500百万円、当期純利益1,030百 
万円を見込んでおります。皆様の一層のご⽀援、ご協力をお願い
申し上げます。

おかげさまで、過去最高の売上高・利益を更新しました。

2021年６月
代表取締役社長

森  啓 一

売上高

億円234
前事業年度比 3.4％UP 前事業年度比 1.5％UP 

営業利益

億円14
配当金

円/株24
前事業年度比 1円/株DOWN 

当事業年度報告

来期予想25円/株
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経営理念
 「社員すべてが心と力を合わせ、企業の発展と成⻑を通じて、未来のより良い環境作りに貢献する」
経営ビジョン
 私たちは、以下の3つの責任を果たしていきます。
 1. 個人責任　人間性と技術力を磨き、最高のサービスをお客様に提供します。
 2. 企業責任　社員相互が信頼し合い、安心かつ働きがいのある会社を作ります。
 3. 社会責任　お客さま、投資家、株主から信頼され、社会から必要とされる会社を作ります。

当事業年度業績について
　当事業年度業績は、売上高23,485百万円（前事業年
度比3.4％増）、営業利益1,450百万円（前事業年度比
1.5％増）、経常利益1,469百万円（前事業年度比0.1％
増）、当期純利益1,025百万円（前事業年度比10.2％増）
となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
●公共関連事業

【売上高】7,609百万円（前年同期比4.2％増）
【セグメント利益】1,325百万円（前年同期比8.5％増）

　案件によりシステム更改と運⽤の⼊れ替わりに伴う収
益の拡⼤・縮⼩が⽣じる中、公共医療等を含む各種プロ
ジェクトが順調に推移し、セグメント全体で増収増益とな
りました。

●エンタープライズ事業
【売上高】5,560百万円（前年同期比12.2％増）
【セグメント利益】679百万円（前年同期比1.8％減）

　新型コロナウイルス感染拡⼤の影響を⼤きく受け、期
⾸に案件の先送り等が⽣じ固定費が収益を圧迫する厳し
いスタートとなったものの、ネットワーク及びインフラ案件
等を着実に伸ばすとともに新規案件を積極的に獲得した
ことにより、利益の減少を最⼩限に留めました。

●広域ソリューション事業
【売上高】4,500百万円（前年同期比6.6％増）
【セグメント利益】562百万円（前年同期比13.8％増）

　期⾸より名古屋圏において一部案件の中⽌等が発⽣し
厳しいスタートをきったものの、５Ｇ関連ビジネスの拡⼤
及び関⻄地域の地⽅⾃治体案件の好調な推移等により、
増収増益となりました。

●イノベーション事業
【売上高】5,814百万円（前年同期比6.5％減）
【セグメント利益】555百万円（前年同期比20.5％減）

　インフラ設計・構築や運⽤・保守等、ＩＴサービス案件
が概ね計画通りに推移した一⽅で、デジタルフォレンジッ
ク製品の収益が減少したことが業績に⼤きく影響しまし
た。

株主様へ感謝の気持ちを込めて
　当社は、株主様に対する⻑期的かつ総合的な利益の拡
⼤を重要な経営目標と位置付けております。当期は新型
コロナウイルス感染症により経済が⼤きな打撃を受けた厳
しい状況の中でも成⻑基調を維持できたことから、当社
を応援いただいた株主様への感謝の意を表し、特別配当
４円を実施いたしました。その結果、年間配当は普通配
当金20円と合わせて24円となりました。
　また、当社株式への投資の魅力を高め、多くの株主様
が中⻑期的に保有したいと思ってくださるよう、株主優
待制度も継続して実施しております。

　会社はオーケストラ。経営者は指揮者。そしてお客様、
株主様をはじめ、当社を応援してくださっている皆様から
“ブラボー”の声をいただけるよう、役職員一丸となり邁進
してまいります。
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「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業
会計基準第28号　2018年２月16日）等を2019/
３期の期首から適用しており、2017/３期から2018/
３期に係る総資産については、当該会計基準等を
遡って算定しております。

株主資本は、資本金、資本剰余金、利益剰余金及
び自己株式を含んでおります。
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　今後、業績予想の見直しが必要となった場合は、速やかにお知らせいたします。

来期業績予想

決算ハイライト

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり
当期純利益

通　期
百万円 % 百万円 % 百万円 % 百万円 % 円　銭

24,500 4.3 1,480 2.1 1,500 2.1 1,030 0.5 68.37

（%表示は対前期増減率）
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顧客名 2021年3月期
売上高（百万円）

NTTデータ関連  9,067 

日本IBM関連  4,663 

沖電気関連  1,052 

TISインテック関連  839 

ソフトバンク関連  704 

その他  7,151 

合計  23,485 

合計

23,485
百万円

合計

23,485
百万円

公共関連事業

32.40%
イノベーション事業

24.76%
NTTデータ関連

38.61%

エンタープライズ事業

23.68%

ソフトバンク関連

3.00%

広域ソリューション
事業

19.16%

TISインテック関連

3.57%

その他

30.48%

日本IBM関連

19.86%

セグメント別 2021年3月期
売上高（百万円）

公共関連事業 7,609

エンタープライズ事業 5,560

広域ソリューション事業 4,500

イノベーション事業 5,814

合計 23,485

セグメント別売上高構成比 主要顧客別売上高構成比

前事業年度比較は、公共関連事業308百万円増（構成比0.2％
増）、エンタープライズ事業603百万円増（構成比1.8％増）、広域
ソリューション事業277百万円増（構成比0.5％増）、イノベーシ
ョン事業407百万円減（構成比2.6％減）となりました。各セグメ
ントによるバランスの取れた構成比となっております。

公共関連事業の成長と比例し、NTTデータ関連企業様への売
上高が増加しました。主要顧客グループの売上順に変動はなく、
各社様と良好なパートナー関係を継続しております。

　当社の最も重要な経営資源は社員です。人材獲得競争が加速す
るIT業界で早期にWEB面談を取入れる等、柔軟に施策を講じた
ことで安定的に人材を確保することができました。また、ワーク
ライフバランスや健康経営の推進等が定着率向上につながり、従
業員数は堅調に推移しました。今後も、社員が長く働き続けられ
る会社であるために、職場環境の改善等に注力してまいります。

従業員数の推移 （人）
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（注1）グラフ内数値の対象となる時点及び期間はそれぞれ次のとおりです。①従業員数：３月末時点　②当社離職率：年度　③業界離職率：年
（注2）業界離職率は厚生労働省発表「雇用動向調査結果の概要」を参考にしております。2020年の離職率は未発表のため、掲載しておりません。

沖電気関連

4.48%
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貸借対照表（要約） （単位：百万円、単位未満切り捨て）

当事業年度
2021年３月31日現在

前事業年度
2020年３月31日現在

資産の部

流動資産 9,812 9,835

固定資産 7,995 5,526

資産合計 17,808 15,361

負債の部

流動負債 4,571 4,829

固定負債 2,172 1,646

負債合計 6,744 6,475

純資産の部

株主資本 9,225 8,487

評価・換算差額等 1,837 398

純資産合計 11,063 8,885

負債純資産合計 17,808 15,361

1

2

3

POINT

前事業年度末に比較し2,446百万円増加しました。
これは主に、現金及び預金の減少87百万円、土地の減少40百万円が
あった一⽅で、投資有価証券の増加2,550百万円、売掛金の増加
129百万円等によるものです。

1 資産合計

前事業年度末に比較し268百万円増加しました。
これは主に、社債の減少310百万円、１年内返済予定の⻑期借⼊金の
減少146百万円、１年内償還予定の社債の減少130百万円があった一
⽅で、繰延税金負債の増加547百万円、⻑期借⼊金の増加286百万円
等によるものです。

2 負債合計

前事業年度末に比較し2,177百万円増加しました。
これは主に、その他有価証券評価差額金の増加1,439百万円、繰越
利益剰余金の増加724百万円等によるものです。

3 純資産合計

株主資本等変動計算書（2020年４月１日から2021年３月31日まで） （単位：百万円、単位未満切り捨て）

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金
自己株式 株主資本

合計
その他

有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計資本

準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金

合計
その他利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益剰余金

当期首残高 2,905 749 1,388 2,138 3,803 3,803 △359 8,487 398 398 8,885
当期変動額
　剰余金の配当 △300 △300 △300 △300
　当期純利益 1,025 1,025 1,025 1,025
　自己株式の処分 9 9 5 14 14
　 株主資本以外の項目の

当期変動額（純額） 1,439 1,439 1,439

当期変動額合計 － － 9 9 724 724 5 738 1,439 1,439 2,177
当期末残高 2,905 749 1,398 2,148 4,527 4,527 △354 9,225 1,837 1,837 11,063

財務諸表
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純利益の増減分析 （単位：百万円、単位未満切り捨て）

3

2

POINT

936百万円の収⼊がありました。
これは主に、法人税等の⽀払額540百万円、未払金の減少額107百万円
があった一⽅で、税引前当期純利益1,500百万円、減価償却費140百万
円等によるものです。

1 営業活動によるキャッシュ・フロー

624百万円の⽀出がありました。
これは主に、保険積立金の解約による収⼊76百万円があった一⽅で、投
資有価証券の取得による⽀出499百万円、無形固定資産の取得による⽀
出109百万円、有形固定資産の取得による⽀出80百万円等によるもので
す。

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

401百万円の⽀出がありました。
これは、⻑期借⼊れによる収⼊900百万円、短期借⼊金の純増額200百
万円、社債の発⾏による収⼊197百万円があった一⽅で、⻑期借⼊金の
返済による⽀出760百万円、社債の償還による⽀出640百万円、配当金
の⽀払額299百万円によるものです。

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

当事業年度
2020年4月 1 日から
2021年3月31日まで

前事業年度
2019年4月 1 日から
2020年3月31日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 936 745

投資活動による
キャッシュ・フロー △624 △587

財務活動による
キャッシュ・フロー △401 △874

現金及び現金同等物の
増減額 △90 △715

現金及び現金同等物の
期首残高 4,062 4,778

現金及び現金同等物の
期末残高 3,971 4,062

キャッシュ・フロー計算書（要約） （単位：百万円、単位未満切り捨て）

1

前事業年度
純利益

930

当事業年度
純利益

1,025

売上総利益
の増加 販管費の減少

+18

営業外収益・
費用の増減
△20+4

特別利益・
損失の増減
+69

法人税等の減少
+24

95
増

・受取利息及び配当金の減少
・受取助成金の減少

・投資有価証券評価損の減少
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フォーカスシステムズの“事業を通じて社会に貢献したい”という想い。

近年、当社が推し進める産学連携の取組みは、新たな事業の種であり、
フォーカスシステムズが目指すサステナブルな社会実現の種でもあります。

⼤学や企業で⽣まれた新たな技術の芽に、
当社が⻑年培ってきたIT技術を提供することで、
事業化に向けた⼤きな後押しをしています。
そうして日本発の技術は事業として花を咲かせ、
当社事業の成⻑・発展とともに、日本の未来をより豊かなものにします。
そして日本発の技術は、世界へ。

この事業を通して⽣まれた付加価値は、
また新たな種を見つけ育てるサイクルを⽣み出します。
そのサイクルこそ、フォーカスシステムズが目指す
サステナブルな社会であり、
当社が事業を続ける限り、続いていく社会貢献です。

次のページで紹介する取組みも、
こうした取組みの１つです。
これから先、どのように育っていくのか
注目していただければ幸いです。
当社は今後も、
事業を通じて社会に貢献する会社を
目指してまいります。

当社が創り上げていく未来

“サステナブル”な社会実現を目指して
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サステナブルな社会実現の種

DNA情報をセキュアに活⽤したヘルスケアソリューション創出へ

茨城⼤学、茨城⼤学発のベンチャー企業であるDinowとヘルスケアソリューション創出に向けた共同研究
を進めています。人が日常⽣活において放射線や紫外線、ウイルス等の影響で知らずに負っているDNAの“傷”
から、発がんや⽼化等のリスク・要因を推定する技術をもとに、将来的には予防に役立つヘルスケアサービス
等幅広いソリューション創出を目指しています。

Dinowは被ばく線量とDNAが“傷”を負う要因との相関関係を推定する技
術でヘルスケア事業を推し進め、放射線被ばくによる健康影響への不安解消
といった社会課題の解決を目指していました。当社が高度なセキュリティを
備えたデータベースの構築と、これらを活⽤した安全なソフトウェア及びア
プリケーション開発を担うことで、DNAや⽣体情報・⽣活習慣等の機微な情
報の取扱いを可能とし、本事業の社会実装を後押しします。今後は、データ
ベースやソフトウェア、アプリ開発を第一到達点とし、今後３年でのサービ
ス化を目指しています。

業界初！グループワークの見える化でオンラインコミュニケーションを円滑化

ハイラブル社と業界初、グループワークにおける参加者の話し合いをリアルタイムに見える化するシステム
の共同研究を進めています。同研究では、参加者の発話内容等を見える化する技術をもとに、当社がリアルタ
イムでの“話し合いの可視化”“字幕の⽣成”“アラート発動”“集約したデータの統合表示”等を担っています。これ
は、新しい⽣活様式におけるオンライン活⽤や、教育現場・企業研修におけるアクティブラーニング・チーム
ビルディングで能動的な参加を期待する主催者ニーズの高まり
を受け着手したものです。
<本技術の製品化・サービス化の効果>

・ 遠隔地にいる講師がオンライン上でも参加者の発話内容
等をリアルタイムに把握

・ きめ細やかなフォロー等、参加者に寄り添ったコミュニ
ケーションが⽣まれる

・利⽤者の満⾜度及び教育・研修品質の向上
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発展と成⻑に向けたこれまでの取組み

2020.2
三 次 電 池
高電圧化成功
Society5.0必須技術
自 立 型 電 源
社 会 実 装 に 前 進

2019.3
温度変化で発電
三 次 電 池 研 究
交換・破棄問題を解決
エ コ で 安 全 な
新 エ ネ ル ギ ー

2020.11
画像AI×言語AI
業 務 資 本 提 携 で
医 療 Ｄ Ｘ 推 進
新 た な 価 値 創 造 へ

2020.5
冠動脈イメージング
解析ソフト開発へ
心 筋 梗 塞 の 発 症
予 測 が 可 能 に

2020.10
自 然 言 語 処 理
システム開発受託
入 力 作 業 負 担 の 削 減
業 務 効 率 の 向 上

2019.10
教師データ
自 動 生 成
A I 導入を支援

2018.11
特許調査・分析
システム開発協力
開発協力で人材育成や
A I 事業拡大を目指す

2021.3
D N A の “ 傷 ” で
健康リスク推定
セキュアなデータ活用で
ヘルスケアサービス創出

2020.7
脳核医学検査
AI仮想画像生成
検 査 時 間 1/5 で
検 査 効 率 向 上

2019.7
臨床試験で
画 像 判 定
医 師 不 足 や
病変見逃しを解決
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2017.3
防 水 防 塵
ビーコン開発
屋外使用が可能に

2018.2
timbe発売
第 三 者 機 関
認 証 取 得

2019.12
工場内位置
測位システム
高 精 度 測 位 で
物流作業効率化

2017.6
ビーコンと
ARグラス統合
危 険 察 知 か ら
エンタメに活用可能な
A R シ ス テ ム

2018.1
指向性アンテナ研究
通 信 距 離 ３ 倍 へ
ビ ー コ ン へ の 搭 載 で
探 知 ・ 探 索 機 能 向 上

2020.4
IoTパートナー
プログラム締結
他 社 I o T 製 品 と
販 売 機 会 拡 大

2019.4
複 数 人 の 会 話 を
リアルタイムに字幕表示
聴 覚 障 が い 者 の 職 域
拡 大 や 環 境 改 善 へ

2020.10
オンライン教育
・ 研 修 支 援
見 え る 化
コミュニケーションで
教 育 品 質 向 上

2020.12
SAP本格参入
事業譲受で
E R P 事 業 拡 大

2019.3
NoSQLデータベース
提 供 開 始
ビ ッ グ デ ー タ の
効 率 的 活 用 か ら
戦 略 的 活 用 へ 変 革

2019.2
U i P a t h 社と
パートナー契約
RPAで人的資源創出
人 材 不 足 解 消 へ

2021.2
Biz∫ で 新 基 幹
システムを更改
ゼロカスタマイズによる
I T ガ バ ナ ン ス 強 化

2019.10
i n t r a - m a r t
営 業 支 援 顧 客
管理ソリューション
案 件 状 況 の 把 握 で
営 業 力 を 強 化
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当社で広がるダイバーシティ

初の女性取締役 荒谷 真由美 氏

当社初の女性取締役に就任した荒谷氏は、弁護⼠として企業法務・⺠事
事件に携わる中で、企業・団体における働き⽅改⾰、育児・介護休業法に
関する改正や事業立ち上げに伴う規則制定・整備等に関する法対応を数多
く経験しています。そのほか、危機管理・コンプライアンス対応としての
調査委員会や第三者委員会の経験も豊富に有しており、不祥事発⽣の際の
問題調査や原因究明、再発防⽌策等の提⾔を⾏っております。こうした経
験と見識に基づき、当社の財務・法務、内部統制やガバナンス等の幅広い
分野において、専⾨性の高い視点からの助⾔を⾏い、さらに安定した中⻑
期的成⻑に貢献いただけるものと考えています。

今回は、新たに社外取締役に就任した荒谷氏、アスリート社員として⼆⾜のわらじで活躍する滝沢社員を紹介します。

アスリート社員 クロスカントリースキー 滝沢 こずえ 社員

クロスカントリースキーヤーとして世界の舞台で戦い、同時に当社の広
報業務も担う滝沢社員。今シーズンは新型コロナウイルス感染症や雪不⾜
等の困難もあるなか、第99回全日本選手権では３位⼊賞という実績を残し
ました。現在は、来シーズンに開催が予定されている世界最高峰の⼤会出
場を目標に日々トレーニングや競技⼤会に出場して励んでいます。

滝沢社員はアスリート社員としての今の⽣き⽅や、引退後のセカンドキ
ャリアを見据えた業務との両立等についてブログに綴ることで、将来アス
リートを目指す若い選手たちにメッセージを発信しています。そんな滝沢
社員の仕事やスキー競技での奮闘は、ブログ「一意専心」に綴っています
ので、ぜひご注目ください。
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会社概要

役員

（2021年 3月 31日現在）

（2021年 6月 29日現在）

※1　山口寿彦、瀬尾勘太及び荒谷真由美の3氏は社外取締役であります。
※2　中村清司、杉山昌宏の両氏は社外監査役であります。

代 表 取 締 役 社 長 森 　 啓 一
代 表 取 締 役 副 社 長 三 浦 宏 介
専 務 取 締 役 室 井 　 誠
常 務 取 締 役 後 藤 　 亮
取 締 役 鈴 木 隆 博
取 締 役 山 口 寿 彦※1

取 締 役 瀬 尾 勘 太※1

取 締 役 荒 　 谷 　 真 由 美※1

常 勤 監 査 役 七 井 孝 司
常 勤 監 査 役 吉 野 　 充
監 査 役 中 村 清 司※2

監 査 役 杉 山 昌 宏※2

社　　　名 株式会社 フォーカスシステムズ
本　　　社 〒141-0022

東京都品川区東五反田二丁目7番8号
フォーカス五反田ビル 
TEL.03-5421-7777（代）
FAX.03-5421-3201

設　　　立 1977年4月1日
資　本　金 29億円
売　上　高 234億円
従 業 員 数 1,238名

大株主（上位 10名）

所有者別・株主分布状況（自己株式を除く）

（2021年 3月 31日現在）

（2021年 3月 31日現在）

（注）当社は自己株式 1,228,762 株を保有しておりますが、上記大株主から除外して
おります。また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

発行可能株式総数 36,000,000株

発行済株式の総数 16,292,942株

株主総数  7,979名

個人・その他
9,703,233株（64.41％）7,823名
金融機関　2,894,600株（19.22％）24名

その他国内法人　1,901,800株（12.62％）48名

外国法人・個人　181,939株（1.21％）47名
証券会社　380,608株（2.53％）35名

政府及び地方公共団体　2,000株（0.01％）1名

株主名 持株数（株） 持株比率（％）
株式会社 FRONTEO 900,000 5.97
フォーカスシステムズ社員持株会 587,500 3.89
第一生命保険株式会社 500,000 3.31
畑山　芳文 488,000 3.23
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 421,700 2.79
株式会社三井住友銀行 340,000 2.25
森　啓一 251,200 1.66
東　光博 222,000 1.47
みずほ信託銀行株式会社 220,000 1.46
柿木　龍彦 218,400 1.44

グループの状況
関連会社

お客様
株式会社イノス
（20.00％）
ソフトウェア開発

株式会社 VRaiB
（20.00％）
ソフトウェア開発

株式会社 フォーカスシステムズ（当社）
公共関連部門 民間関連部門 セキュリティ機器関連部門

本社ビル

株式の状況

企業データ

（注 1）⬅　 情報システムの設計・開発・運用・保守
 製品・サービスの提供　
（注 2）（　）内は出資比率
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株主メモ

証 券 会 社 等 に
口 座 を お 持 ち の 場 合

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵 送 物
送 付 先

お取引の
証券会社等になります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電 話 お 問
合 わ せ 先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く

9：00～17：00）

各 種 手 続
お 取 扱 店
（ 住 所 変 更、
株主配当金
受取り方法
の変更等）

みずほ証券
本店及び全国各支店
プラネットブース（みずほ銀
行内の店舗）でもお取扱いた
します。
みずほ信託銀行
本店及び全国各支店※
※ トラストラウンジではお取扱できませんの
でご了承ください。

未払配当金
の お 支 払

みずほ信託銀行※及びみずほ銀行の本店及び全国各支店
（みずほ証券では取次のみとなります）
※ トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」の
郵便物送付先・電話お問合
わせ先・各種手続お取扱店
をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買取
以外の株式売買はできません。証券
会社等に口座を開設し、株式の振替
手続を行っていただく必要がありま
す。

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年の３月31日まで
定 時 株 主 総 会 ６月
基 準 日 ３月31日
配当金受領株主確定日 ３月31日
株 主 名 簿 管 理 人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号

みずほ信託銀行株式会社

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告とする。

電子公告アドレス
https://www.focus-s.com/focus-s/
ir/publicinfo/

第45期定時株主総会の
ご報告

2021年６月29日に開催いたしました当社「第45期定
時株主総会」における決議事項についてご報告申し
上げます。
下記全ての議案が原案のとおり承認可決されました。
決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役６名選任の件
第３号議案 監査役１名選任の件
第４号議案 取締役賞与支給の件

配当金については４ページを、選任された取締役に
つきましては14ページをそれぞれご参照ください。

期末配当金のお支払いについて

＊銀行口座への振込をご指定の方
「配当金計算書」及び「お振込先について」を同封いたし
ておりますのでその内容をお確かめください。
＊株式数比例配分方式をご指定の方
「配当金計算書」及び「配当金のお受け取り方法について」
を同封いたしておりますのでその内容をお確かめください。
＊振込方法のご指定がない方
「配当金計算書」及び「期末配当金領収証」を同封いたし
ておりますので同証に必要事項をご記入ご押印のうえ、
2021年６月30日（水）から７月30日（金）までの間に、お
近くの「ゆうちょ銀行」又は「郵便局」でお受け取りくだ
さい。
　なお、「配当金計算書」は配当金をお受け取りになった
後の配当金額のご確認や確定申告の資料としてご利用いた
だけます。

インフォメーション

https://www.focus-s.com/focus-s/ir/publicinfo/

